
全 4 回
予定

第 1 回
2019年 11月

これからの小学校に
期待すること

小学校校舎の
配置計画について

第２回
2019年 12月

田中小学校の校舎と
教室について

第３回
2020年 1 月

新設小学校の校舎と
教室について

第４回
2020年２月

内容

〈あいさつ、前回の振り返り〉
・主催者およびファシリテーターのあいさつ
・前回の振り返り及び計画への反映について

・新設小の普通教室の説明
・新設小の平面計画案の説明
・ワークショップの説明

〈グループワーク①〉
・どのように新設小の森を活用していくか
・「誰が」「何をする」→「何が必要か」に沿って考える
・あわせて、森の維持管理についても考える
・模造紙を使用してグループごとに意見をまとめる

〈グループワーク②〉
・①の意見をもとに計画案をつくる
・各班ごとにタイトルをつける「〇〇〇の森」

〈発表・意見交換〉
・グループごとに発表、質疑応答と意見交換

〈まとめ〉
・ファシリテーターによる今回のまとめ
・アドバイザーによる感想

■開催日時
■場所

2020年 2 月 2日 ( 日 ) 午前 10：00- 午後 12：30  
田中北小学校

新設小学校の校舎と教室について

グループワーク：新設小の未来の宝「森をつくろう」

柏市立田中小学校校舎建替及び柏北部東地区新設小学校整備を実施する上で、学習

環境の多様化への対応、安全性の確保、地域とともにある学校づくりを目指します。

第４回は、新設小の「未来の宝」となる「保存樹林」について、どんな森にしたい

か話し合っていただき、理想の計画案を作って頂きます。その中で出された意見を、

今後の学校施設づくりに反映していきたいと考えています。

【ワークショップ参加人数：25人】■プログラム

柏市立田中小学校・新設小学校市民ワークショップ 第４回目

■第４回テーマ



普普通教室の説明

■新設小の説明

平面計画案の説明

「「主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび」」をを実実現現すするる、、「広広いい

教教室室」」をを整整備備すするる。。

田田中中小小ととのの異異ななるる点点やや、、ココンンセセププトトのの説説明明をを行行っったた。。

異異ななるる点点ととししてて、、収収納納エエリリアアののつつくくりりであり、整然
とした「「広広いい教教室室」」をを整整備備すするる。。

第第２２回回ワワーーククシショョッッププ 出で たた意見意見をを踏まえた配配置置計計画画

のの説説明明をを行行っったた。。

建建物物内内部部のの平平面面計計画画ととししててはは、、第第１１回回ワワーーククシショョッッププ

でで出出たた要要望望をを反反映映ささせせたた説説明明をを行行いい、、各各班班ごごととにに、、「「

普普通通教教室室」」「「平平面面計計画画」」ににつついいてて意意見見をを発発表表しし、、質質疑疑

応応答答をを行行っったた。。

木の根っ で転んだり危険な面がある。安全性



ＡＡグループ

グループワーク①：どのように新設小の森を活用していくか
〃 ②：①の意見をもとに計画案をつくる

■グループワーク・発表・意見交換

テテーーママ「「いいここいいのの森森」」

・・虫虫がが集集ままるる木木をを植植ええるる

・・アアススレレチチッックク遊遊具具やや池池ががほほししいい

・・ラランンニニンンググココーーススをを設設置置

・・地地域域住住民民にによよりり管管理理をを行行いい、、里里山山

をを守守るる会会とと連連携携

・・地地域域開開放放ととししててキキャャンンププがが可可能能なな

広広場場をを設設置置

。
。

。

。

。



ＢＢグループ

グループワーク①：どのように新設小の森を活用していくか
〃 ②：①の意見をもとに計画案をつくる

■グループワーク・発表・意見交換

テテーーママ「「学学びびとといいここいいのの森森」」

・・アアススレレチチッックク、、東東屋屋、、ベベンンチチ等等設設

けけ地地域域のの方方もも利利用用ででききるる憩憩いいの場

・・畑畑やや虫虫がが集集ままるる木木、、紅紅葉葉すするる木木をを

植植ええ、、学学びびやや遊遊びびでで使使いいたたいい

・・校校庭庭ととはは別別にに走走るるここととががででききるるスス

ペペーーススをを配配置置

。

。



ＣＣグループ

グループワーク①：どのように新設小の森を活用していくか
〃 ②：①の意見をもとに計画案をつくる

■グループワーク・発表・意見交換

テテーーママ「「安安全全とと自自然然をを考考ええるる森森」」

・・人人のの手手をを加加ええなないい、、あありりののままままのの

自自然然体体験験ががででききるる森森

・・誰誰がが管管理理ののをを行行ううかかでで、、安安全全面面のの

配配慮慮ががかかわわるる

・・学学校校側側ややボボラランンテティィアアででのの管管理理でで

はは限限界界ががあありり管管理理方方法法をを検検討討必必要要

ががああるる

。
誰が管理を行うかで、安全面の配
慮が変わる

の検討が必
要である

。

。



ＤＤグループ

グループワーク①：どのように新設小の森を活用していくか
〃 ②：①の意見をもとに計画案をつくる

■グループワーク・発表・意見交換

テテーーママ「「ままななびびのの森森」」

・・学学校校のの一一部部ととししてて運運営営

・・管管理理ししややすすいいよようう下下草草ははカカッットト

・・遊遊歩歩道道はは広広くく、、ウウッッドドチチッッププ採採用用

・・地地域域開開放放はは、、学学校校授授業業中中ははNNGG

校校庭庭開開放放とと同同じじくく土土日日やや夕夕方方推推奨奨

・・授授業業ととししてて利利用用可可能能ななおお花花畑畑、、畑畑

広広場場等等をを配配置置

。

。

。

。



ＥＥグループ

グループワーク①：どのように新設小の森を活用していくか
〃 ②：①の意見をもとに計画案をつくる

■グループワーク・発表・意見交換

テテーーママ「「ややすすららぎぎののももりり」」

・・遊遊歩歩道道はは広広くく、、土土路路面面採採用用

・・遊遊歩歩道道のの曲曲ががりり角角ににココーーナナーーにに果果

実実のの木木をを植植ええたたりりワワククワワククすするる仕仕

組組みみををつつくくるる

・・セセキキュュリリテティィーーのの面面にによよりり入入口口はは

限限定定すするる

・・地地域域開開放放はは、、学学校校がが休休日日のの土土日日

や

。

。

。

。



フファシリテーターによる今回のまとめ

■まとめ

アドバイザーによる感想

各班それぞれの思いがあり、様々な意見を
頂いた。

既存樹木については、基本残していく方向
ではあるが、管理上での視認性や安全性を
考慮する必要や、ありのままの自然として
残す意見等あり、今後検討していく。

地域利用は、学校が使っていない土日利用
という点を踏まえ、平日は学校のため、休
日は地域のため等考えられる。

各班ごとに、タイトル
テーマをつけて頂いた。

様々な思いを踏まえ、
これから検討材料とし
て考えていく。

森については、管理や安全など重要な課
題があがり、課題をどのように解決して
いくか、市・学校・地域と課題を共有で
きたことが良い点であった。

学校の配置や平面計画について

・「学校の顔」をどうつくるか

・「学級教室」の向きや校庭との関係

・「正方形」に近いグラウンド計画

・学級数に対しての「特別教室」数

など、検討確認が必要と考えられる。

全４回にわたり開催され
たワークショップ。今後

どのようにまとまるか、
みなさまと一緒に見守っ
ていきたい。


